
要約：本研究は，アフターケア相談員へのインタビュー調査から子どもの自立を促すため
に必要な児童養護施設のインケアのあり方を明らかにすることを目的としている。アフタ
ーケア相談員の語りを，退所者の困難，退所者の困難の背景にある要因，問題解決に至る
退所者の強み，インケアにおいて子どもの自立を促すために必要な支援に着目して分析し
た。その結果，施設入所中の日常生活支援の重要性，生の意味付けの場として役割を果た
すことの必要性，施設職員による子どもの自立に関する援助観の醸成と社会資源の活用の
必要性が示唆された。
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1．研究背景

「児童養護施設の働きが成功したかどうか判定する最も重要な目安は，退所後に子ら
がどうなるかということであろう」。この Goodman, Roger（2006 : 243）の言葉にある
ように，児童養護施設を含む代替的養育の目的の一つは，「子どもが成人になった際に
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社会において自立的生活を形成，維持しうる能力を形成し，また，そのための社会的基
盤を整備することにある（厚生労働省 2017）」。しかしながら，未だ児童養護施設の入
所者や退所者が自立の過程において厳しい状況に置かれることは少なくない。
例えば，学業達成に関しては，社会的養護で育った若者は一般家庭の子どもに比べ，
高校中退率が 10倍である（永野咲 2017）。さらに，児童養護施設に入所する子どもの
大学進学率は，27.1％であり，一般家庭（73.0％）や生活保護世帯（35.3％）と比べて
低い割合にある。（内閣府 2018）。また，社会的養護で育った若者は一般家庭の子ども
に比べ，生活保護率が同年代の 18倍以上であるという（永野咲 2017）。
入所している子どもの背景として特徴的であるのは，約 6割の子どもが虐待を受けた
経験があるということである（厚生労働省 2015）。児童養護施設で育つ子どもは，入所
時点で既に家族との別離，虐待や生活困窮といった困難を経験しているのだが，退所後
も困難な状況に陥る場合があるということは，児童養護施設入所中に困難の連鎖を断ち
切ることが不十分であったことを示しているともいえよう。
児童養護施設の目的は子どもの「自立」を支援することであることが，1997年の改
正以降，児童福祉法に明記されている（1）。また，その「自立」の概念については，いわ
ゆる他の力を借りずに独立するといった考え方というよりは，子どもの依存的体験を重
視するあり方が議論されている（2）。また，児童養護施設の自立支援とは，施設を退所す
る前後の子どもへの支援と捉えられる場合もあるが，児童養護施設入所中すべての期間
の支援（以下，インケア）を通して行われるものと捉える場合もある（望月彰 2009；
横堀昌子 2012）。後者に関して，全国社会福祉協議会全国退所児童等支援事業連絡協議
会（2019 : 10）は，「インケアが退所・委託解除後の子どもたちの人生の力の源になる」
ため，「インケアは退所児童支援の『命』といっても過言では」ないと述べている。
では，実際に児童養護施設に入所する子どもたちが自立するためには，インケアにお
いてどのような支援が必要なのであろうか。

2．研究目的と方法

2-1．先行研究の検討
子どもの自立を促すために必要な児童養護施設のインケアを明らかにするにあたり，
まずは，児童養護施設等の社会的養護経験者の実態を把握することが必要であると考え
られる。これまで，退所者や施設職員を対象とした量的調査や，インタビュー調査が行
われてきた。
例えば，東京都（2011, 2017）の児童養護施設等を退所した者へのアンケート調査で
は，措置解除直後に困ったこととして最も高かったのは，「孤独感，孤立感」であった。
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また困った時の「相談相手」として最も多い回答は「施設職員」であった。また，同上
の調査によれば，協力者の退所者（約半数が退所後 2～4年）が「現在」困っているこ
ととして割合が最も高いのが，「生活全般の不安や将来の不安について」であり，次い
で「現在の仕事に関すること」，「家庭，親族に関すること」であった。
また，伊部恭子（2018 : 50）は，退所者へのインタビュー調査に基づき，「本人が

『力をもらった』り，『支えとなる』“人”との関係性を結んでいけるような支援を，入
所中から行っていくことが重要」であると述べている。伊藤嘉余子，高橋順一（2019）
は，退所者の幸福度に関するインタビュー調査より，退所者の幸福度に経済的問題，対
人関係問題，結婚し家族をつくることが影響していることから，それらに焦点化した施
設ケアの必要性を述べた。
これらの調査研究により，退所者の社会的孤立や生活困窮のリスクの高さとそれらを
防ぐ支援の重要性が明らかになってきた。しかし，こうした先行研究の課題としては，
第一にその調査対象者の制限がある。まず，アンケートやインタビューによる退所者へ
の回顧的調査によるもの（京都市 2017；永野咲 2017；伊部恭子 2013 ; 2018）について
は，調査に協力可能な比較的安定した層の退所者に偏りが生じる場合があるという点に
ある。さらに自治体が実施するアンケート調査は，退所者の出身施設を介して調査を依
頼するため，出身施設が住所を把握している退所者であることが前提にある。退所後 3

年間で連絡がとだえる退所者が 3割にのぼる児童養護施設の実態（全国社会福祉協議会
2017）や，対象条件を満たす退所者全体に占めるアンケートの回答率が静岡県児童養護
施設協議会（2012）が 67.3％，他の調査については平均 3割程度（東京都 2011；大阪
市 2012；埼玉県 2013；京都市 2017の回答率より）であることを鑑みると，現在，困
難な状態にある退所者を把握しきれていない場合があると考えられる。
こうした課題の克服をめざすものとして，児童養護施設職員への調査がある（櫻谷眞
理子 2014：京都市 2017：永野咲 2017）。先述のとおり約 3割の退所者と児童養護施設
のつながりが途絶えていること，また児童養護施設における退所者支援（以下，アフタ
ーケア）が十分に整備されていない現状（伊藤嘉余子 2016）から，児童養護施設職員
が困難な退所者の状況を十分に把握できていない場合が考えられる。
一方で谷口由希子（2011）は，退所者の実態からインケアのあり方を考察するだけで
なく，児童養護施設での長期的なフィールドワークから子どもたちの社会的排除からの
「脱出（get out）」のためのインケアの課題について論じた。谷口由希子（2011 : 16）
は，Lister, Ruth（2004）の「主体性（agency）」概念（潜在能力による一定の選択とし
ての個人の自律性や目的，創造的な行為）を背景に，「排除の渦中にある当事者が個人
レベルでどう変わるか，現在の生活をどう捉えるかは，生活主体抜きに考えることは困
難であり，さらに生活実践上では主体形成が重要な要素となる」ことから，「排除に対
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抗する軸を個人レベルに焦点化した概念が『脱出』である」と述べる。こうした視点か
ら児童養護施設の子どもたちの生活過程がエスノグラフィー的に明らかにされたことが
意義深い。しかし，児童養護施設で『脱出』のための「援助組織」の課題に関しては，
子どもと援助者の援助方針における合意形成の課題，職員交代と労働環境の課題，施設
が地域の中で排除状態にあることの三点に帰結しており，いかに子どもたちの『脱出』
を支援するかについてはさらに検討を要すると考えられる。
以上の先行研究の検討から，本研究では，子どもの自立を促す児童養護施設のインケ
アのあり方を，児童養護施設以外の機関で退所者へのアフターケアを行なっている相談
員へのインタビュー調査により明らかにすることとする。先述の「児童養護施設の働き
が成功したかどうか判定する最も重要な目安は，退所後に子らがどうなるかということ
であろう」（Goodman, Roger 2006 : 243）という視点に立てば，退所者の状況は児童養
護施設入所中の支援の結果であり，アフターケアを受けているのは何らかのニーズを抱
えている利用者であるとも考えられる。アフターケア相談員はそのような利用者と日々
関わっていることから，児童養護施設退所者や施設職員への調査ではアプローチし難か
った現在困難を抱えている退所者の実態について把握し，インケアのあり方を明らかに
できるのではないかと考えられる。また，アフターケアの視点から見れば，インケアは
退所後の困難に対する予防的支援である。アフターケア相談員のインケアに関する問題
意識等については，児童養護施設退所者が経験しやすい困難をインケアの時点で予防す
るという観点からも検討すべきであると考えられる。

2-2．研究目的
したがって本研究では，アフターケアを行う相談員へのインタビュー調査から子ども
の自立を促すために必要な児童養護施設のインケアのあり方を明らかにするために，以
下のリサーチクエスチョン（以下 RQ）を設定した。（1）退所者はどのような困難に直
面しているのか，（2）退所者の困難の背景にあるものは何か，（3）退所者はどのような
強みを活かして困難に対処しているか，（4）インケアにおいて子どもの自立を促すため
に必要な支援とはどのようなものか。
RQ（1）（2）については，これまでの先行研究でも調査されてきた。しかし，本研究
では，施設外で退所者支援を行うアフターケア相談員への調査を行うことで，退所者や
施設職員を対象とした調査では回答を得られていない可能性がある，現在，施設との繋
がりなく困窮状態にある退所者の状況について把握するために設定した。RQ（3）（4）
については，ストレングス視点に立ち，退所者の困難へ対処する力に着目し，インケア
においてそのような力を育むために必要な支援を明らかにするために設定した。
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2-3．研究方法
以上のリサーチクエスチョンを明らかにするため，本研究では児童養護施設の退所者
へのアフターケアを行っている相談員を対象に，半構造化のインタビュー調査を行っ
た。インタビュー項目は，アフターケアとして実践されている内容，退所者の抱えてい
る困難，比較的安定した生活を送っている退所者と困難な状況におかれている退所者そ
れぞれの特徴，アフターケアから見て児童養護施設入所中に必要な支援は何か，「子ど
もの自立」とはどのような状態と考えるかという 5項目を設定した。
2018年 1月～2月の間に 5機関，9名のアフターケア相談員の協力を得た。本調査の
協力者の選定は，全国の退所者にアフターケアを行う機関のうち，これまでの支援実績
や，実践活動が現在積極的になされているかという点を考慮したうえで，筆者より当該
機関に直接調査協力を依頼し，承諾が得られた場合に実施するというプロセスで行なっ
た。
協力機関の多くが，2010年度より厚生労働省の管轄で行われている「施設退所児童
等アフターケア事業」（3）の事業委託以前か草創期より実践を開始している。もしくは，
現在も行政委託を受けずに実践している。したがって，協力者や協力者の所属する機関
の開設者の多くが，社会的養護を離れた若者の困難な状況への問題意識からアフターケ
アの実践を開始している。2017年から，厚生労働省の「社会的養護自立支援事業」の
一環として，児童養護施設等の退所者へのアフターケアはさらに広がりつつあるが，行
政委託が先行した機関では，未だアフターケアを手探りで行なっているであろうことも
予測される。そこで本調査では，先駆的で実践の蓄積があると予測されるアフターケア
を行う機関を中心に依頼を行なった。
調査協力者の概要を表 1，調査協力者の所属機関の概要を表 2に示した。C, D の機
関についてはグループインタビューとなった。その他の協力者は個別インタビューを行
った。時間はそれぞれ 1時間から 1時間半程度である。経験年数はアフターケアに従事
した年数に限っており，C-4, E-9の協力者は過去に社会的養護の入所施設でのインケア
の経験がある。すべての協力者へ筆者が大学院生であり，かつ調査時に児童養護施設の
インケアを行う職員であること伝えたうえで調査を行った。
インタビューの際，対象者の承諾を得て，IC レコーダーを用いて録音を行った。分
析は，佐藤郁哉（2008）の質的データ分析を参考に行った。質的データ分析は，「単に
コーディングによってデータの縮約をおこなうだけでなく，その一方で，何度となくオ
リジナルの文脈に立ち帰って，それを参照しながら行為や語りの意味を明らかにしてい
こうとするというところに特徴がある（p 57）」。アフターケア相談員の語りから児童養
護施設のインケアのあり方を明らかにする本調査の分析方法において質的データ分析を
参考にする理由は，こうした質的データ分析の特徴が，筆者の児童養護施設職員として
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の実践経験を分析の視点に活かすために有効であると考えるためである。Blumer, Her-
bert（1969＝1991 : 20）は，「ある個人の行為を理解するためには，その行為者の定義の
過程の内部に入り込なければならない」と述べる。調査協力者と筆者が，社会的養護の
対人援助職という背景を共有していることにより，調査協力者の語りの「定義の過程の
内部」に接近しやすく，語りの文脈の中から「行為や語りの意味」を抽出しやすい立場
にある可能性があると考えられる。また，アフターケア相談員である協力者とインケア
を担う施設職員である筆者の相互作用により生成された語りを文脈から分析すること
は，アフターケアの現場から見えるインケアの課題を明らかにするために有効であると
考える。
分析の手順としては，まず，録音した音声データから逐語録を作成した。次に逐語録
について「オープン・コーディング」を行なったのち，それらのコード同士の関係を検
討し，より抽象度の高い概念カテゴリーを割り振る「焦点的コーディング（focused
coding）」を行った。さらに，得られたコードを研究課題に沿って「再文脈化」した。
なお，文中の記述について，焦点的コードは【 】，オープン・コードを〈 〉，に括っ
て表示する。また，得られた語りは「 」内に示す。

表 1 研究協力者概要

機関 ID 性別 アフターケア
経験年数 備考

A
1 男 1

2 女 2.5

B 3 男 10

C

4 男 3 インケア経験あり
5 女 2

6 女 1

D
7 女 3

8 男 13

E 9 女 7 インケア経験あり

表 2 協力機関の業務内容

機関種別 自立支援
事業 相談援助 同行支援

社協の
奨学金
管理

退所者に
向けた
啓発活動

入所児童
に向けた
啓発活動

施設職員
に向けた
啓発活動

居場所
活動の
サポート

就労の場
の提供

学習の場
の提供

シェア
ハウス等
の運営

A 行政 ○ ○ ○ ○ ○ ○
B NPO 法人 ○ ○ ○ ○ ○ ○
C 福祉法人 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
D NPO 法人 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
E 福祉法人 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（筆者作成）
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3．退所者の困難とその背景にある要因

3-1．退所者の困難
アフターケアを行う相談員の語りを分析した結果，【対人関係に関する困難】，【生活
に関する困難】，【健康に関する困難】という焦点的コードが生成した。
【対人関係に関する困難】は，〈家族・親戚との関係〉，〈パートナーとの関係〉，〈友人
との関係〉，〈職場の人間関係〉というオープン・コードにより構成される。
〈家族・親戚との関係〉については，退所後，親から金銭を要求される，親が亡くな
る，親に自分の意見が言えない，養子縁組で引き取られた親戚とうまくいかないといっ
た状況の語りに対してコード化した。〈パートナーとの関係〉については，恋人からの
暴力，恋人への依存といった状況の語りについてコード化した。相談員から見れば，パ
ートナーとして不適当あるいは不安定（DV，パートナーが浮気をしている，結婚しよ
うとしている相手の職業が不安定など）に見える相手を選んでいる退所者について懸念
する語りが聞かれた。〈友人との関係〉については，大学生で，一般家庭で育ってお金
に困っていない友人の状況と，学費や生活費を稼ぐために学業とアルバイトを両立させ
なければならない自身の状況の差を目の当たりにすることにより，苦しくなる退所者の
状況が語られた。

「学生の方を見ていても結局中退ってなってしまっても，お金の問題じゃなかったりする
んですよね。…周りとあまりにも環境が違うことをうまく呑み込めないまま，ずっと抱えて
しまって。遊びのためのバイトと，こっちは生きていくためのバイトと会話の感覚が合わな
いとか。そういうのはよく聞きますね。…そのなかでオープンに友達ってなかなか至らない
ですよね。（D-7）」

〈職場の人間関係〉については，「社会人としてのマナーがあまり身についていなく
て，職場で喧嘩をしてしまった」といった語りによりコード化した。また，本人は喧嘩
になったことについて「何で悪いんやろう」という様子であったと語られた（A-1）。
【生活に関する困難】では，〈就労問題〉，〈金銭的問題〉，〈住居問題〉，〈社会資源との
繋がりの問題〉というオープン・コードにより構成される。
〈就労問題〉については，退所者の就労継続に関する相談，離職に関する相談，就職
活動に関する相談等に関わる語りよりコード化した。〈金銭的問題〉は，生活資金や進
学資金に関する相談，借金の返済に関する相談に関する語りよりコード化した。〈住居
問題〉は，家賃が払えない，住み込みの職場を退職するなどして住む場所がない退所者
の状態に関する語りによりコード化した。〈社会資源との繋がりの問題〉については，
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社会保険料に関する知識が乏しいこと。病院やハローワークの活用の方法がわからない
こと。保証人となる人がおらず，また，行政機関や不動産などの各種窓口で，親が生き
ているにも関わらず虐待経験などにより親に頼れないことを担当者に説明し納得しても
らうことが困難であることに関する語りによりコード化した。
【健康に関する困難】については，体調不良により働けなくなるといった退所者の状
況に関する語りからコード化した。
以下の語りにみられるように，退所者は困難を単一で抱えているというよりは，それ
ぞれの困難は重なり合い，アフターケアを利用する退所者に影響を与えていることが指
摘された。

表 3 退所者が抱える困難

焦点的コード オープン・コード ID 内容

対人関係に関
する困難

家族・親戚との
関係

A-2 家族による金銭の無心
A-2 家族の死
B-3 家族に意見が言えない
A-1 親戚の養子縁組里親との関係

パートナーとの
関係

A-2 恋人への依存
D-8, E-9 恋人からの暴力
D-8 不安定な職業の相手と若年で結婚する

友人関係 B-3, D-7 友人との境遇の違いにより関係を築く上で困難が生じる

職場の人間関係
C-5 職場の人間関係がどうしてもうまくいかない
A-1 社会人としてのマナーが身についておらず，職場で喧嘩をした

生活に関する
困難

就労問題

E-9 解雇された
全て 退職する（すでに退職した）
全て 就職する
E-9 給料未払い
E-9 シフトを減らされた

金銭的問題

A-2, E-9 家賃滞納
A-1 クレジットカードの自己破産
E-9 医療にかかるお金がない
D-7 借金
B-2, D-7, E-9 進学するお金がない

住居問題
C-5 住み込みの職場を離職して住む家がない
C-5 住居のない女性の退所者が男性の家を転々と暮らす
C-5 ホームレスになり犯罪に巻き込まれた

社会資源との繋
がりの問題

E-9 どんな病院に行けばいいのか分からない
A-1, C-5, E-9 社会保険に関する知識が不足している
C-6, E-9 保証人となる人がいない
D-8 ハローワークで何をしたらいいか分からない
E-9 相談機関の窓口で家族に頼れないことを説明し納得してもらう事が難しい
C-4 療育手帳を申請する

健康に関する困難
E-9 過食嘔吐
E-9 不眠
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「問題は複合的というか。単純に家賃払えなくて困ってます（〈金銭的問題〉）っていう話
ではなくて，その背景には，仕事のシフトがガンって減らされて（〈就労問題〉）とか，また
は自分が仕事行けなくなったりとか，体調不良があったり（【健康に関する困難】）とか，ま
たは恋人から DV（〈パートナーとの関係〉）とか，そのすごく重なり合ったそういう時に誰
も相談できる人がいないもそうだし，親は生きてるけど頼れない（〈家族・親戚との関係〉）
とか。それによってもまた落ち込んでとか（E-9）」。

3-2．退所者の困難の背景にある要因
例えば，困難を抱える退所者について，次のように語られることがある。

「自分をしんどい立場に追い込んでしまう傾向があって…積み上げてきたものがあるのに，
そこを無下にしてしまうのはなんなんやろうとは思うんですね（A-2）」
「2, 3ヶ月前まで正社員で普通に暮らしてたはずなのに，なんで今こんなことになってる
のっていう，そういう子は確かにいる（D-8）」

周囲から見て，自ら困難な状況を選んでいるように見えたり，一見安定しているよう
に見えて突然，不安定な生活に陥る退所者の背景を理解することは重要である。前節で
述べたような退所者の困難は，「なぜ」生じるのであろうか。本章では，退所者の困難
の背景にある要因に着目する。
分析の結果，【労働条件の悪い仕事に就いている】，【頼る人や場所がない】，【モラト
リアムの時期を過ごせない】，【入所中に課題を表出できなかった】，【家庭で抱えた課題
が大きい】，【自己肯定感が低い】，【自己開示が困難】，【承認された経験が乏しい】【能
力的な課題がある】という焦点的コードが生成された。
【労働条件の悪い仕事に就いている】については，低学歴や就職に役立つ資格がない
ことにより労働条件の悪い仕事に就かざるを得ず，不規則な労働時間により就労してい
るといった語りによりコード化した。こうした仕事が，特に【生活に関する困難】に繋
がっていく。
【頼る人や場所がない】については，困難な状況にあるときに頼れる人や場所がいな
いという語りによりコード化した。具体的には，施設入所で長年離れて暮らしていた家
族と関係が築かれていないことや，家族から受けた虐待のトラウマがあることなどによ
り，たとえ家族が生きていたとしても頼ることが出来ないこと。その一方で不動産や生
活保護の窓口でそのことを理解されない状況があること。また，出身施設との関係が悪
い，もしくは関係が悪くなくとも退所時に期待して送り出してくれた施設職員に，困難
な状況になって頼ることを「恥ずかしい」と感じることにより出身施設を頼ることが出
来ないこと。このように，家族，施設，その他の人間関係において頼る人や場所がない
ことは，金銭的な支援や住居の確保だけでなく，「『見といてね』，『頑張るから』ってい
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う相手がいないのは，しんどいのかな（A-2）」とあるように，精神的な支えのなさと
しても障壁となる場合があることが語られた。
【モラトリアムの時期を過ごせない】については，若年での就労や自ら生活費や学費
を稼ぎながらの就学といった状態が，社会人となる準備期間を過ごすことを困難にする
ことにより，退所者がアイデンティティを模索したり，将来の見通しを持つことが難し
いという語りによりコード化した。「安定した成人期に達するまでに長い期間を必要と
する現代では，この時期の試行錯誤を許し，そのための物心両面の支援をする社会環境
を整備することが必要（宮本みち子 2011 : 5）」であるにも関わらず，退所者が発達に
必要なモラトリアム期を過ごせないことで不安定な成人期を迎える可能性は高い。
【入所中に課題を表出できなかった】については，アフターケアを利用する退所者の
うち，施設入所中に自立するための課題を表出することがなかったため，退所後に課題
が先送りされるという語りによりコード化した。施設入所中のルールや枠組みの中だけ
で適応してきた子どもや，施設の中で「目立たない」ことで施設職員が課題を見過ごし
てしまうような子どもが退所後アフターケアを必要とすることが語られた。
【家庭で抱えた課題が大きい】については，虐待を受けた子どもの増加等により施設
入所前に家庭で抱えた様々な課題が退所後まで影響を与えているという語りによりコー
ド化した。被虐待経験による精神的な症状や対人関係の問題が見られるという。相談員
は，社会的養護に措置されるのが遅かったり，措置されることなく大人になった人への
支援を通してこうした気づきを得たと語った（D-7, E-9）。ただし，困難な家庭生活を
経験し，かつ入所期間が短かった退所者であっても，現在，比較的安定的な生活を送っ
ているという事例も語られた（A-2）。
【施設で適切な自立支援がなされていない】については，施設職員が有する自立支援
に関する知識や技術の不足についての語りによりコード化した。施設職員が，奨学金や
ハローワークの使い方，生活保護などに関する知識を知らないこと。勤続年数が短く，
まだ子どもを施設から送り出したことがない職員が，退所前後の自立支援に難しさを感
じること。進学に関しては，児童養護施設の子どもが大学等に進学することが，施設職
員の支援の選択肢に入っていないことなどが指摘された。そもそも施設職員が，自立支
援に関する価値（教育保障など）や知識や技術を持ち合わせなければ，子どもの将来の
選択肢は限られたものになる。施設の方針や職員の姿勢などを含め，その子どもが措置
された施設のインケアにおいてどのような支援を受けられたかが，退所後の生活に影響
を与えるといえる。
【自己肯定感が低い】については，親がいないことや施設出身であることなど自身の
生い立ちに「呑み込めないもの」があることで，物事を諦めやすかったり，対人関係に
困難を抱えやすいと言った語りによりコード化した。「なんで生まれてきたんやろうっ
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ていう子がたくさんいて（A-2）」と語られるように，自らの存在そのものの不確かさ
を感じている退所者の様子が語られた。こうした退所者の「自身の生い立ちや境遇との
対峙」について，永野咲（2017）は「生の不安定さ」と称し，「重篤な課題」であると
述べている（p 204）。
【自己開示が困難】については，自分の状況を開示することが困難なことにより，問
題を一人で抱えてしまい直面しやすくなったり，対人関係に「疲れる」といった退所者
の状況に関する語りによりコード化した。

「施設で育ったことを言う言わないとかそういうことじゃなくて，自分のことを話せる人
がなかなか少ないのかなってね。…普通の友達で言えるかっていうとなかなか難しいと思う
し。…その人が自分の中だけで止めておきたい事と，この部分は人に伝えたいとかあって当
然だと思うので。ただやっぱり，人と会った時に，このことは言わないっていうエネルギー
ってすごい疲れると思うんですよ（B-3）」

【承認された経験が乏しい】については，これまでの施設生活や家庭生活の中で，周
囲に甘えること，ワガママを叶えてもらうことがなかった，「見て欲しい」「受け入れて
欲しい」「褒めて欲しい」という欲求が満たされなかったことが，退所後の生活に影響
するという語りによりコード化した。具体的には，何かを決断する時に周囲に対して非
現実的な要求をしてしまったり，生活上の自己管理が甘くなったりすること。一方で，
「できたからマルで知ってるのがマル」という一面的な承認を受けることで，「失敗した
とかミスしたことを言えない。分からないことを分からないと言えない」状態になる退
所者の様子が語られた（B-3）。
【能力的な課題がある】については，障害があったり，能力的な障壁があることが困
難な状況になる要因としてあげられたことからコード化した。特に金銭管理能力の与え
る影響の大きさが指摘された。

表 4 退所者の困難の背景にある要因

焦点的コード オープン・コード ID テキスト

労働条件の悪
い仕事に就い
ている

低学歴や資格のな
さにより就職先が
限られる

A-1 働き口も，大学卒業して，いいところに普通に進学するっていう子は少なくて。や
っぱり中卒とか高校中退っていう子が働くところなので，賃金も安いところなので

E-9 就労の選択肢もね。やっぱり低学歴とか資格ないみたいなところで限られてるし。

労働時間が不規則 A-1

労働条件があまりよくなかったりとかで，…夜勤に入ってる子が多くて，生活のリ
ズムが崩れてしまってそのせいで部屋の中は荒れていたりとか，健康的な食生活が
出来なかったりとか睡眠時間の確保も難しかったりとかっていうしんどさはもって
るのかなとは思いますね。

水商売をせざるを
得ない C-5 水商売に流される
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頼る人や場所
がない

相談相手がいない D-8 相談できるまともな相手を持っていなかったり，社会資源に辿り着かなかったりっ
ていうのは多いかな

仕事を辞めた時に
帰れる場所がない A-2

例えば信頼できる人とか家族がいたら，仕事辞めてきても，何も言わずに帰れる場
所があったりすると，次また頑張ろうかとか思えたりするのかなと思ったりするん
ですけども，彼らはそれがないので。

家族と関係ができ
ておらず頼れない C-5 保護者がいるお子さんもたくさんいるので，何年も施設で過ごしてきたから保護者

と関係ができてなくて頼れないっていうところがあるので。
家族がセーフティ
ネットにならない E-9 日本社会，困った時に親が機能してるか家族が機能してるかっていうのが，すごい

セーフティネットになってる社会だから，…それがごっそり無いわけだから

家族に頼れない者
への周囲の理解の
乏しさ

E-9

（行政機関の窓口で）生きてるのに親のところに帰ればいいじゃないとか。もう虐
待受けてたのは 10年も 20年も前の話でしょとか。今は殴られてないんでしょうと
か，…親を頼れるんだったら，はじめからそうしているはずで，頼れないからこ
そ，またはまだ親との関係に苦しんでいる人たちばかりだから，

出身施設に頼りづ
らい

E-9 なんでその子が施設に相談できないかというと，迷惑かけたくないとか，恥ずかし
いもあるかな。なんか関係が悪いとかじゃなくて。

C-5
施設を出て就職，または進学しながら生活していくときに，やっぱり頼るところが
少ないんですよね。施設を出てからだと，どうしても職員さんに頼りづらいなって
感じていたり，

A-2 （仕事）辞めたら，また自責の念でね，人に言われへんっていう気持ちになって，施設にも戻れへん。送り出してくれたのにって思っちゃうでしょ。
出身施設に相談し
たくない E-9 優等生でがっつりやってきた子とか，関係が悪かった子は，施設と情報共有すごく

嫌がるから，それは無理には進めないんだけど

家庭で抱えた
課題が大きい

措置が遅く様々な
課題を抱えた D-7 ちょっと措置が遅くて，その間いろんな問題を抱えていたんだねとかいう問題によ

くぶつかっていました。

社会的養護に繋が
れなかった人への
支援が大変

E-9

私たち，支援のなかで一番今大変だっていつも思ってるのが，社会的養護に繋がれ
なかった人たちの支援なんですよね。結局，ずっと家のなかで虐待を受け続けて，
大人になってやっと声を挙げられて，いろんな症状が出てきて。…同じような虐待
を受けてきたとしても，症状のしんどさって圧倒的に繋がってなかった子の方がひ
どいんですよね。

入所前の生活が退
所後に再び現れる C-4

彼らに根付いてるのは，施設に入る前の部分のは多く根付いてしまっているからこ
そ，出た後に施設ではよく出来てたのにねなんてていう言葉で，出た後なんで崩れ
たんだろうってところなんです。…結局アフターが一番すごく気になってるのは，
施設に入る前の問題がでかいから，アフターが大変なんだよっていうところに行き
ついてます。園はぎりぎりやってるよねって。

被虐待経験による
乖離状態 A-2

現実みたくないんですよね…お父さんに対しての恨みとか，多分暴力とか振るわれ
てた時に，解離状態もあったと思うんですよ。それがちょっと，うっとおしいこと
は考えないというようなことが続いてるのかなと思いますけども

性的虐待を受けた
退所者が抱える症
状は重い

E-9

一概に言えないけど性虐の子は，ひとつ私たちは別格としてみていますし，支援す
るうえでもより気をつけています。相談でもそこで出てくるいろんな症状，しんど
さは，身内から日常的に性的被害を受けてきた子の抱えている症状っていうのは，
別に殴られる方が軽いっていう訳ではないけど，しんどい。

被虐待児のアフタ
ーケアは難しい C-4

虐防法（児童虐待の防止等に関する法律）ができたのが 2000年，それから僕らが
施設職員になったのはだいたい 2千何年なので，入ってくる子が被虐児中心になっ
てきた。やっぱり入ってくる子が大変になってくれば，出たあとが大変なんです
よ。

虐待を受けた子ど
もがカッとなりや
すいことがある

B-3
やっぱり虐待で入ってきた子が多いもんだから，対人関係でつまづいちゃう。そん
なつもりで言ったわけじゃないんだけど，ちょっと言われたことにカッとなっちゃ
ったりとかね。トラブルになっちゃうとかね。

入所中に課題
を表出できな
かった

入所中に目立たず
課題を出していな
かった

D-4 単純に目立たなくって流されていて出た後にふわーっと失敗しちゃったっていう子
が，今，僕らのところに相談に来るのは多いです

施設で優等生だっ
た退所者がアフタ
ーケアを利用する

E-9
（施設で）ガチガチに自立自立って言われて，真面目にやってきた子の方が後にな
ってしんどいっていうのがいろんな症状が。「え，あの子が」って施設が驚くよう
な子がうちの相談に来てたりってあるから。優等生とか

施設の枠組みの中
だけで適応してい
た

D-4
彼ら能力が低いわけじゃないんですよ。身についていないんです。それは施設って
いう枠組みの中では，形式上，枠の中でやってきたかもしれないけども，本人たち
にそれが根付いているかと言ったらおそらくそこは施設の中だけ。
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承認された経
験が乏しい

甘える事が出来た
経験が乏しい

A-1

施設で育ってきて家庭っていう安定した環境が得られなかった，思う存分甘えられ
ない経験があるからそういった部分で，今こう自分が一人になって，他人がその人
を甘やかすじゃなくて，自分が自分を甘やかしてしまうんでそういった追い詰めら
れた状況までいってしまうのかなっていうのは

D-7

幼少期のわがままって突拍子もないことを言うって知れてるじゃないですか。高校
生くらいになって幼少期のときにしてもらえなかったことが出てきちゃうんですよ
ね。何か決断するときとかに。…幼少期にこういう経験させて貰えてなかった。こ
の子たちが悪いんじゃなくて，させてもらえなかったんだろうなというふうには思
っていますね。

認められた経験が
乏しい B-3

結構施設の子たちって割とあるんじゃないかな。見てほしいとか受け入れてほしい
とか。褒めてほしいとかね。…そこが満たされてないとか，そこがなかなか落ちて
ないと，あとあとにそのしてもらえなかった部分が出てくるのかなって。

モラトリアム
の時期を過ご
せない

アイデンティティ
を模索する時間が
限られる

A-2 18歳で出て仕事するっていうのは，私の経験からしてもなかなか厳しいですよね。
自分探しの時間があって，なんとなく自分ってこうかなっていう。

自立に際して見通
しが持てない C-4

子どもたちが言う孤独感孤独感っていうのは一人だから孤独なんじゃなくて，見通
しがないからだと思うんですよね。で，見通しがない時って，前に進んでたって苦
しいんですよ，立ち止まって振り返れる機会が必要なのに立ち止まる場所がない。

施設で適切な
自立支援がな
されていない

職員に進学の選択
肢がない B-3

進路の部分で進学って言うものが選択肢の中に入ってない施設も結構ある。まあ，
難しいだろうとかね，そんなにお金かかるならやめとけとかね。実際に就職した子
で当事者が言うわけよ。うちに相談来るとね。「本当は行きたかった」と。

職員に自立支援の
知識や技術がない

B-3

例えば，（奨学金の）要綱が来てても施設長で止まってるとかね。施設の主任で止
まってるとかね。だから，職員末端まで下りていない。それが，よく分かったんで
すよ。支援してると。だから，「え，何ですか」みたいな感じだから。これは皆が
知っていなければいけないはずだけれども。あんまりこう，それに，「えっ」てい
う，感覚がないことが私はびっくりしたもんだから。まず，職員が知らないのに，
子どもたちが進路選択として出来ないでしょ。

C-5

施設の職員さんがアフターケアを知らない，できないっていう方が多くって。私た
ちは職業指導員さんとか割と新任クラスの職員さんにお会いすることが多いので。
そういった職員さんって，もうキャリアが長かったりとか，子どもを園から出して
る回数があったりする職員さんが多いので。やっぱり新人の職員さんとかは，アフ
ターケアはする段階じゃないかなって思ってしまうところを，もっと早くから（子
どもが）園にいるうちから園を出てからのことを考えられるように，あってほしい
なって

D-8

施設の職員さんって意外と色々知らないのねっていうのは思います。この前，ある
施設さん向けにセミナーをやってきたんですけども，ハローワーク行ったことある
人って言ったらないですと。ハローワーク使ったことがある人って言ったらほとん
どいなくて。で，生活保護とか実際に申請を手伝ったことがある人って意外と少な
かったりとか。みんな保育士とか社会福祉士とかお持ちなので，生活保護みんな知
ってるはずなんですよ。…一方で僕らが知らないようなこともご存じで，もちろん
そこはすごいんですけども。退所した子どもが困るレベルでいうと意外とご存じな
い気がします。

自己肯定感が
低い

困難な生い立ちが
自らのアイデンテ
ィティに占める割
合が大きい

A-2
親は私を捨てたんやと。私は被害者であり，かわいそうな存在っていうのを，まず
人に会ったらその話をする。…自分のアイデンティティがそこなので。それを人に
分かってもらえないと，冷たいとか

生い立ちの中に呑
み込めないものが
ある

D-7
（生い立ちの中に）うまく呑み込めない何かを持っている方はやっぱり，何か困難
なことにぶつかった時に，どうして自分はこんな目に遭うのかっていう理由を探し
たりだとか。

親の不在が自尊心
の低下につながる A-1

僕って親いないんやしなとかそういったことが自尊心の低下とかに繋がったりだと
かして…子ども達は躓いた時に結構言うことが，「他の家庭とは違うからな」とか，
「親がいたら好きなことできたのに」とか結構いう子が多いんですね。

自らの生に対する
不安感

D-7 存在してて大丈夫だという安心感がないまま育ってきた場合ってやっぱりもろいと
いいますか。

A-2 なんで生まれて来たんやろうって思ってる子がたくさんいて。
無力感がある D-7 自分の力で変えていけるんだよ。自分の人生ってあんまり思っていない。
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自己開示が困
難

自分の殻に閉じこ
もる C-5 一人で殻に閉じこもっちゃう子の方が外に出ていきにくい，困難な状況に陥りやす

いという印象はあります

自分を出せない
B-3 自分をなかなか出せない。見ててもなかなか出してない。それはやっぱりつらいか

もしれないね。

D-7 やっぱり自分のことを分かっていない相手に相談とか心開いたりってできないとい
うかしてなくて。

能力的な課題
がある

知的能力の低さ，
障害がある A-1 知的に低かったりとか，そういった障害を抱えている方であったりぐらいですか

ね。
金銭管理能力が低
い D-8 金銭管理能力が低い子はやっぱり困るねっていう。何やっても困るねっていう。

自己節制力が低い D-8 自己節制力とか自分のコントロール能力が弱いとかって言われる子がすごく多く
て。我慢ができないっていう。

4．問題解決に至る退所者の強み

ここまで，退所者の抱える困難とその背景について分析してきたが，一方で，こうし
た困難に対処し問題解決に至る退所者がいる。退所者は問題解決に至るためにどのよう
な強みを活かし，困難に対処しているのか。アフターケア相談員の語りからは，【自己
管理能力が高い】，【他者との関係構築において有利になる素質がある】，【自己肯定感が
高い】，【自分のペースを維持して生活をしている】，【成功体験がある】，【支えになる人
や場所がある／あった】という焦点的コードが生成された。
【自己管理能力が高い】については，「次の仕事探してから辞めたいとか，ちゃんとや
めることも上司に話してから辞めるとか，4月に辞めるとか。そういう，私たちには当
然と思えることをちゃんと踏まえてくれる子で（A-2）」と語られるように，自分の生
活について見通しを持って行動する退所者についての語りからコード化した。
【他者との関係構築において有利になる素質がある】については，他者との繋がりを
得るために有利な素質がある退所者が困難に対処するうえでも有利になる点に関する語
りによりコード化した。周囲に〈感謝する〉，〈他者に好まれる見た目や性格〉，〈コミュ
ニケーション能力がある〉，周囲に〈遠慮なく助けを求める〉，〈他者を求めて新たな場
所に入っていける〉，〈頼れる場所に定期的に関わる〉といった素質があげられた。退所
後の生活において，他者との繋がりが生活の安定に肯定的に影響することを考えれば，
こうした素質を有していることは強力な強みになると考えられる。
一方で，アフターケア相談員が退所者支援のボランティアをコーディネートをする上
で，【他者との関係構築において有利になる素質がある】退所者には何度失敗しても
「支援したい」とボランティアが集まるが，こうした素質を持ち合わせない退所者は
「あの子はああいう子だから」と支援が集まらない傾向にあるというエピソードが語ら
れた。「支援が必要な子ほど支援を集めにくい子」であると指摘された（D-8）。
【成功体験がある】については，スポーツをしていて国体に出るなど積み重ねが報わ
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れる経験があったり，自分が行動したことで状況が変わる経験をするといった成功体験
がある退所者に関する語りよりコード化した。一方で，【自己肯定感がある】について
は，こうした成功体験だけでなく，うまくいっていない自分やこれまでの困難な生い立
ちも含めて受け入れられることが，強みとなるという語りからコード化した。
【自分のペースを維持して生活をしている】については，退所者自身が自分にどのよ
うな生活が合っているのか，必要であるのかを理解したうえで自分のペースを維持して
生活できていることが，強みとなり安定につながるという語りからコード化した。「（仕
事を）最初だけ頑張りすぎちゃって数ヶ月経ってしんどくなって，行けなくなっちゃう
って子がやっぱり多いので。…最初はできそうにないなっていう子に限って無理なく自
分のペースで頑張れてる子の方が多いなっていうところがあって（C-5）」と語られるよ
うに，退所者や支援者が生活について高すぎるハードルを設定せずに，退所者自身が自
分に合った生活を納得して送ることの必要性が示唆された。
【支えになる人や場所がある／あった】については，退所者に現状として頼る場所や
人がいることや，過去に信頼できる人がいたことや，親に愛された経験があったことに
関する語りによりコード化した。障害があるなど能力に課題がある場合であっても身近
に支えてくれる人がいることで安定した生活が継続できたり，一方で能力が高くても他
者に助けを求めることが苦手な退所者は不安定な生活になりやすいといったエピソード
からは，退所後の生活における【支えになる人や場所がある／あった】ことの重要性が
うかがえる。
具体的には，〈頼れる人がいる〉ことと，さらに〈頼る場所の選択肢を多く持ってい
る〉ことで，たとえ出身施設に頼りづらい場合でも他の選択肢の人や場所を頼ることが
でき，支えてくれる人の繋がりが途絶えないこと。〈友人関係がうまくいっている〉こ
とにより友人が支えになる場合があること。施設入所などにより〈早くに支援者に会っ
ている〉ことで，「安心できる場所」を得たり「家族が全てじゃない」，「親以外に自分
を支えてくれる誰かがいる」ことを理解する機会があったこと。一時期であっても〈親
に愛された経験がある〉ことが強みになることが語られた。
これまで見てきた退所者の強みの中には生得的な特性によるものもあるかもしれな
い。しかしながら児童養護施設のインケアは，入所している子どもが退所後の困難に対
処するための強みを，習得可能なものに関しては身につけられる環境であることが望ま
しいと考えられる。

表 5 問題解決に至る退所者の強み

焦点的コード オープン・コード ID テキスト
自己管理能力
が高い 計画性がある A-2 計画性がある。見通しを立てている。
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他者との関係
構築において
有利になる素
質がある

感謝する D-8
自分の周りのこととか今の状況に感謝できる子は安定する…今の現状で今の職場，
すごい恵まれてる子が「おれ，こういうことは恵まれてるんだよね」っていう子
は，いろんなトラブルに遭っても，周りの人が助けてくれるんですよ

他者に好まれる見
た目や性格 D-8 かわいげがあって，見た目も含めてかもしれませんけれども。ちゃんとお礼が言え

て，口が行動がしっかりしてる。
コミュニケーショ
ン能力がある D-8 コミュニケーション能力

遠慮なく助けを求
める

D-8

すっごい迷惑かけたのに，平気でまた助けてって言える。そういう子は生き残る。
さわやかに図々しい子。能力が高くても遠慮がちな子とだとか遠慮し過ぎる子とか
言うのは，うまくいってるときは問題ないんだけども，つまずいた時に転がり落ち
るスピードがすごく早い

B-3 私今，これに困ってるんですって。助けを求めれるかどうかっていうね。

他者を求めて新た
な場所に入ってい
ける

A-2 その子は今，（支援機関の）居場所にもよく来てくれているので。…そういう意味
で人を求めてて，そこに対して行動できる子なんだなっていう感じはあって。

A-1 大学とか，いろんなことに自分から繋がるじゃないですけど，いろんな環境に自分
で行けるから，色んな機会があるんですかね

頼れる場所に定期
的に関わる C-5 頼る場所っていうところに，ちゃんと定期的にお話ができていたり

自己肯定感が
ある

自分を肯定する B-2
やっぱり自分を肯定できることじゃない。どんな動機でもね。それができてたら，
例えばだよ。自分があんま仕事うまくいってない時でも，自分が離婚したときにで
も，そういう今の状況の自分を良くも悪くも受け入れられる。

自分の存在を受け
入れられるような
作業をした

A-2
自分の身の上も含めて自分なんやっていうのを受け入れれる。その受け入れる作業
を，何らかの方法でし終えた子が自立に向かえんのかなと…自分がこの社会で生き
ていってもいいんだっていうような。

自分のペース
を維持して生
活をしている

自分に合った環境
を知った上で生活
できている

C-5
自分に合った環境を知ったうえで暮らすことが出来ている。…自分の生活の仕方の
なかで，自分の生活ができてる子は，自分なりのその生活，全部がうまくいってな
くても安定してはいるのかな

自分で納得できる
生活をしている D-8 自分である程度納得できる状態で生活が送れている。それが別に生活保護だろうが

就労中だろうが

成功体験があ
る

スポーツを通して
認められた経験が
ある

A-2 この子は，スポーツもやっていて，国体に出たような経験もあって，そこらへんの
根気強さは出てんのかな

物事を変えた体験
をしたことがある D-7 自分の力で物事は変わっていくという体験をなんらかの形でした子

支えになる人
や場所がある
／あった

頼る場所の選択肢
を多く持っている

C-4

選択肢があるかどうかだと思います。園を頼るか頼らないかじゃなくて，園じゃな
くてもここも頼るところあるよってなると，どっちか頼る気になるから，選択肢が
たくさんあるかないか。インケアの職員がその引き出しを在園中に出しているかど
うか

D-8
困った時に相談できる相手だけは確保しておきなさいって。それが多ければ多いほ
ど安定してる状態だと思うし。その相手が信頼できる人であればあるほど，社会的
に信用できる人であればあるほど，安定してる状態だと私は思います

C-6 所属と言うか，職場なり施設なり趣味なり地域なりいろんな繋がりがある子ってい
うのは，どこかしらで困った時に施設に頼れなくても職場の人に相談するとか

頼れる人がいる A-1 周辺の人がすごいサポートをしてくれている方はかなり安定しています
友人関係がうまく
いっている C-5 友人関係もですけど，そういうところがうまくいってる

早くに支援者に会
っている

E-9

ずっと家のなかで虐待を受け続けて，大人になってやっと声を挙げられて，いろん
な症状が出てきて。と思うと，早くに繋がれる先とか，自分の安心して生活できる
場所とか，親や家族が全てじゃ無いとか，親以外に自分を支えてくれる誰かがいる
とか，いかにそういう人たちに出会ってるか。

D-7
措置されるのが割と早かった子，もう一番最初から児童養護施設に来ているような
子は，途中高 2高 3とかで遅い段階で児童養護施設に入る子よりもすっと自立して
いってくれるというのは，肌感覚ではありますね。

親に愛された経験
がある

A-2 お母さんのことがすごく好きだったんですよね。そういう，一時でも愛された経験
があったのかもしれない。

D-7
児童養護施設で暮らしながらも，親にとても愛されたお子さんとかは，困難なこと
にぶつかっても割とすっと自立していってくれる。割と乗り越えていってくれるっ
ていう感覚はありました。
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5．インケアにおいて子どもの自立を促すために必要な支援

では，アフターケア相談員から見て，子どもの自立を促す児童養護施設のインケアの
あり方とはどのようなものであるのか。分析の結果，【日常生活の中で主体性が育まれ
る】，【必要な時に入所児童が自らの生い立ちを知ることができる】，【職員との信頼関係
を築ける】，【退所後の生活や進路に役立つ知識，経験，つながりを得ることができる】
という焦点的コードが生成された。
【日常生活の中で主体性が育まれる】については，入所する子どもたちが施設のルー
ルや枠組み，もしくは自立のためのプログラムによって受身的に自立のための力をつけ
るだけではなく，失敗を含めて自ら経験することを通して，自分で物事を選んだり決め
る力や，生活を作り楽しむ力，失敗しても大丈夫だと思えること，人に相談する力，自
分の身の丈を知ることを身につけるという語りによりコード化した。
児童養護施設の退所準備の自立支援として，日常生活から離れて入所児童が自立のた
めの講義を受けたり実習をしたり，一人暮らしや就労を体験するというものがある。一
方で，子どもたちが多くの時間を過ごす施設での日常生活のあり方を，自立支援に結び
つけることは，インケアの中でしかできない取り組みである。とくに，調査協力者の多
くが，入所中の過剰なルールや枠組みを通した職員のパターナリズムに基づく日常生活
が，退所後の生活に肯定的に働かないことを指摘した。
ここで，インタビュー中にそれぞれの相談員により様々な側面から語られ，本研究の
考察としても極めて重要だと考えられることから，【日常生活の中で主体性が育まれる】
カテゴリーの背景にある理由について，インタビュー内容に基づき考察を加える。
第 1に，体験を通して身につけていないことを理解することは難しいということであ
る。例えば，「施設を出るまでは虫歯がなかったけど，施設を出た後は虫歯だらけだと
か。『なんで歯を磨かなかったの？』て聞いたら，『誰も歯を磨け』て言わなかったっか
ら（D-8）」という事例について，対象となる退所者を F さんと仮定する。F さんにと
って，歯を磨くことは健康のためというよりは，職員の指導に応えるためであったと考
えられる。入所中の F さんは，施設職員から見て虫歯になるような子どもとは考えら
れていなかったかもしれない。F さんは，施設を退所し，側で生活に介入する職員が不
在になることで初めて虫歯という課題を表出した。入所中の生活環境や F さんの能力
の詳細が不明であること，また F さんが退所後に虫歯になることを本人の自立の過程
の中でどこまで問題と見るかを考えると一概には言えないが，職員は，入所中の F さ
んが施設の枠組みの中でのみ適応していることを看過していたかもしれない。F さんに
とって歯を磨くという行為は，自らの清潔さや健康，快適さを求める体験ではなく，職
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員に言われたことをするという体験に留まっていたものと考えられる。

第 2に，日常生活の中で自立のための力を身につけることが，一般家庭の自立のあり
方に近づけることであるという点である。施設の食事について，C-4さんは次のように
語った。

「今日のメニューはこうですよってメニューが貼ってあるんじゃなくて，『今日のごはん何
にするん？』『そうだね』みたいなのが，実はこれもうすでに自立支援ですよね。自分で献
立を考えるとか，でもさ，『野菜って高いからね』，『そうか，野菜って高いの？』て。こう
いう日頃の暮らしのなかでのやり取りに実はリービングケア（退所準備支援）ってのはたく
さん潜んでる。そのやりとりの経験値がどれだけ彼らに積みあがっているか（C-4）」

児童養護施設の日常的な食事は，決められた献立が，調理室で調理されることが多
い。また，一斉に食堂で食事をするといった場合もある。退所後の食生活について調理
実習で伝えるのではなく，家庭の中で交わされるような食事に関する会話を子どもが体
験することにより，身につけていくことの必要性が語られている。

「普通に考えて，一般家庭って自立支援しますか？ていうところなんですよ。絶対しない
ですよね。普通にお父さんお母さんがやってるのを見てそれが身につくじゃないですか。施
設はなんで，自立支援っていう言葉使うんだろうって（C-4）」

一般家庭の子どもの自立は，日常生活で体験することや，生活を共にする大人を見な
がら成し遂げられていくものである。しかしながら，施設の日常生活は一般家庭にはな
いルールや枠組みで構成され，退所が近くなると自立のためのプログラムとして一般的
な生活スキルを子どもに教えるという場合がある。以上の語りは，そのような児童養護
施設の自立支援のあり方への問題提起であると考えられる。

第 3に，入所児童に選択肢がなく自己決定の機会がない生活が入所児童の無力感を生
むことである。入所中の生活が周囲に与えられた枠組みの中でしか営めないことは，
「自分の力で変えていけるんだよ，自分の人生ってあんまり思っていない（D-7）」と語
られるように，子どもに自らの無力感を感じさせることが考えられる。こうした施設の
日常生活を通じた無力感は，【自己肯定感が低い】ことや，労働者としての権利意識や
就職，進学意欲を削ぐ可能性等を考えれば【労働条件の悪い仕事に就いている】という
退所者の困難な状況にも影響を与えることも考えられる。こうした点に関して，施設の
中での子どもの「話し合い」による民主的な日常生活づくりの必要性についても語られ
た。
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「子どもたちが，自分たちで（生活を）作りあげていく。その達成感をやっぱり味わって
ほしいね。「俺らこれで話し合えたんや」とかね。「良くなってるやん」とか実感を持ってほ
しいよね。そうすると，どういうことが起こるかっていうと，自分たちが言ったことって変
わってきてるんやって。それって全部に繋がるじゃん。就職の時も。俺は諦めそうになった
けど，なんとかこの人に言ったら，変わっていったやんとかね。その実感がたぶん，施設に
いる時間のなかでやってったら，ものすごい自立。それこそ自立支援だと思うんだけどね
（B-3）」

第 4に，子どもが主体的に行動し，失敗を経験したとしても許される経験がなけれ
ば，退所後も困難な状況で自分を責めたり，人に頼ることが難しくなるということであ
る。入所中に失敗することも含めて認められてこなかったことで，困難に陥った時に
「自分を責めたり」，「相談するのも上手じゃなかったり，できなかったり」する退所者
の様子が語られた（E-9）。
また，入所中の失敗を含めた経験を通して，子どもが「良くも悪くも身の丈を知って
いく」ことの必要性も語られた（C-4）。【自分のペースを維持して生活をしている】と
いうことは退所者の強みになるが，そのためには，退所者が自分の能力や性格，活用で
きる社会資源等を自己否定をすることなく受け入れ，自分の生活を送ることが必要であ
る。
Cameron, Claire（2007 : 39-40）は，社会的養護を離れた若者は，一般的な同年代の若
者より非常に若くして自立を強いられる傾向にあるにもかかわらず，彼らが自立（self-
reliance）を自分自身の意欲やイニシアチブにより達成されるものとみなすことで，他
者の支援を受け入れられず，再び困難に陥る場合があると指摘している。インケアで育
まれるべき主体性とは，子どもが「自分自身の意欲やイニシアチブ」のみに従って行動
することだけを意味せず，それらと社会との関係性を自ら調整することを含むと考えら
れる。
子どもが自らの限界を受け入れることで，他者を頼ることができると考えれば，入所
中の日常生活の中で自ら行動し失敗を経験したとしても許される経験が，子どもが主体
的に他者に頼る力を育むといえよう。

次に，子どもの自立を促すインケアのあり方の 2点目として，【必要な時に入所児童
が自らの生い立ちを知ることができる】というコードについては，「なんで生まれてき
たんやろうっていう子がたくさんいて（A-2）」と語られるような自らの存在そのもの
の不確かさを感じている子どもが，自らの生い立ちと向き合い，存在の意味を見出すこ
とを支援するといった語りよりコード化した。ただし，子どもが自らの生い立ちを知る
ことによって精神的に揺れることも含めて職員が受け止めることや，子ども自身が望ん
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だ時に伝えることの必要性が語られた。
【職員との信頼関係を築ける】については，入所中の職員との信頼関係が退所者に人
を頼る力を育むという語りによりコード化した。職員との信頼関係は，子どもが退所後
にその職員や施設を頼ることを促すだけでなく，信頼できる職員が紹介したアフターケ
ア事業所などの他機関も利用してみようかと思える場合があることが語られた。また，
職員が子どもを「この部分がマルだったら受け入れるとかそうじゃなくて，そのままを
受け止めるっていうのがもっと増えるとね（B-3）」と語られるように，条件付きの受容
ではない関係を築く必要性が語られた。
【退所後の生活や進路に役立つ知識，経験，つながりを得ることができる】について
は，退所後の生活を想定して，入所中から子どもたちが進路選択や退所後の生活に役立
てられる知識や技術を習得することを促すことや，施設以外にも退所後関わることがで
きる人や機関との繋がりを作る，あるいは選択肢を示すこと，入所中から困難を回避で
きるような価値観（パートナー像や家族像など）を育むといった語りよりコード化し
た。

表 6 インケアにおける子どもの自立を促すために必要な支援

焦点的コード オープン・コード ID テキスト

日常生活の中
で主体性が育
まれる

入所中に課題を出
すことで自らの身
の丈を知っていく

C-4

在園中に，課題を出せたかどうか。在園中に関係を作れたかどうかっていうのが実
はアフターにかなり出ていると思います。在園中から主体的に本人が選んでは失敗
をし許してもらってやり直してっていうと，…よくも悪くも身の丈を知っていく。
こうしようって自分で選んでいけるようになっていく。だから，在園中に，ちゃん
と悪さしたりとか怒られたりとか。もしくは課題が洗いざらい対応できている。

入所中に失敗を経
験できる

E-9

どれだけ手厚く安心して失敗できるかとか…これが出来なきゃダメってされてきた
施設とか里親のもとで暮らしてきた子どもはすごいきついですよねまた。自分を責
めたりするし，やっぱり相談するのも上手じゃなかったり，できなかったりするか
ら。

D-7 施設にいる間になるべくたくさん失敗させてあげてほしいと思いますね。

A-2

例えば，パンが好きな子がいて，パンを思いっきり食べたいっていう気持ちがずっ
とあって，…別にやってもいいじゃないですか，一回くらい。それをやらす，失敗
する機会も逃してしまう。機会も与えてくれないっていう。パンをいっぱい食べた
らお腹痛くなるからとか。それはお腹痛くなってから，じゃあ止めとこうかって本
人にね。

施設の生活を子ど
もが作る B-3

施設のルールとか，そういう規則，ルールとか当番を決めるのも全部子ども達だっ
たんですよ。だから，要するに，生活を作るということ。だから，暮らしを作る，
生活を作るとかその，暮らす生活を楽しめる事って，人生を楽しめることじゃない
ですか

入所中の暮らしの
中で子どもに選択
肢がある

C-4

本人に選択肢がなく決められた暮らしを決められたように歩んでいくだけだったら
果たしてそれは出た後の暮らしになるだろうかっていう。プログラムだけの自立支
援だったら，賢い子には身についていくと思うんですけども，刷り込まれてはいけ
ない。根付かない。

入所中のルールを
減らし子どもが自
己決定ができる

A-2

ルールを減らした方がいいと思う…自分で決めるってことをしなくなるんじゃない
ですか。決めれるっていう気持ちもなくなるかもしれないし。…で，自分で責任を
取るとか。やっぱ，枠内で収めようとしてしまうのかなっていうのはありますよ
ね。…就労支援とか，面接の仕方とかのケアを施設でするよりも，自分の意思決定
みたいな練習でもいいんじゃないかな。もうちょっと前の段階の。
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職員に言われたか
らやることは子ど
もの身についてい
ない

D-8

施設を出るまでは虫歯がなかったけど，施設を出た後は虫歯だらけだとか。「なん
で歯を磨かなかったの？」て聞いたら，「誰も歯を磨けって言わなかったっから」
て。…失敗させないようにってしているけれども，実はその子自身は意味が分かっ
ていない…教育の仕方で，歯を磨くことがなぜ大切かということが伝わればいいん
でしょうし。ただ，言われたら歯を磨くっていう習慣がついていたらそうなってし
まうでしょうし。

職員同士が民主的
な関係性である B-2

結局職員の集団作り，職員の民主的な状況をみて子どもは育っていくっていうこと
がモデルになってくわけでしょ。要するに力関係で抑えられてきた子たちでしょ
う。虐待受けてきた子たちはさ。なのに大人たちが力関係見せたら虐待だよそれ。

必要な時に入
所児童が自ら
の生い立ちを
知ることがで
きる

自分の生い立ちに
向き合う機会があ
る

A-2

やっぱり自分の生い立ちに対して，すごく不安がある子たちだと思うんですね。そ
れに向き合って。いつかは向き合わなければいけないから向き合って。自分のここ
にいる意味とか見出してくれたらすごくいいんですけどね。でも，あれですよね，
施設でライフストーリーワークしたりとか，児相と一緒にかな，やってるんですよ
ね

生い立ちの整理を
する D-7 生い立ちの整理ですかね。

生い立ちの整理は
本人が必要な時に
すべき

C-4

僕はやっぱり生い立ちの整理って，記録はあるよってあなたの知りたいときに帰っ
ておいでって言ってあげてほしい。もしくは，色んな学問の中で，早くから知らせ
るべきだということもあるけども，早くから知らせておくんだけども，詳しくは
徐々に徐々に順を追ってとか。外に出てから，なんだろう，色々出てしまう生い立
ちの整理だったらやらない方が良い。本人が必要な時にやるものだと思いますね。

職員との信頼
関係を築ける

入所中の職員との
信頼関係が退所後
のつながりをつく
る

E-9

いろんな力をつけさせるっていうのは当たり前なんだけど，一方で，大変になって
当たり前だからねって。そんなにみんな，こんな中でやってかなきゃいけないんだ
から，本当にそれだけで頭下がるじゃないけど。だから何か起きそうなとき，起き
た時っていうのは，安心して相談，何歳になっても相談してねっていうことを。信
頼関係というか安心して相談できる関係を築くっていうのが入所中にどれだけでき
るかっていう，そっちの方にもっと重きを置いてほしいっていうのがありますよ
ね。

C-4

担当職員との絆って強いよねってなると，いざとなったら帰って来ようってなる。
いざとなったら帰って来ようっていう子は，信頼できる職員さんが C（アフターケ
ア事業所）に連れてくると，誰々さんが連れてきた C なら信頼できるだろうとな
る。だから，あんまり今の姿かっこ悪くて誰々さんには見せに行けないけども，C
に行くかってなる。

職員に無条件に肯
定されることを経
験できる

B-3
要するに無条件の肯定。条件を付けないでやっぱり無条件でその子を肯定してくっ
ていうのがやっぱり一番大きいかなって。…この部分がマルだったら受け入れると
かそうじゃなくて，そのままを受け止めるっていうのがもっと増えるとね。

退所後の生活
や進路に役立
つ知識，経
験，つながり
を得ることが
できる

社会人としての対
人関係のマナーに
関する知識を身に
つけられる

A-1

対人関係の築き方といいますか，そういった職場でのマナーとか，っていう。ま
あ，ハローワークとかでやると思うんですけど，そういったものを小さい頃からと
いいますか，中学生高校生あたりから始めとかないと厳しいところはあるかなと思
いますね。

生活に関する知識
を身につけられる C-5

あと，ご飯も，作らなきゃいけないとかじゃなくて，簡単にぱっとコンビニでも，
毎日コンビニとかじゃなくてちゃんと自炊，簡単にできる自炊をちょっと一緒に教
えてもらえないかとか。最低限の掃除をするとか，ごみの出し方とか，そういった
ところを知らないまま出て行って生活してる子は多いので。そういうことを園にい
るうちに子どもたちに伝えるきっかけってあったらいいなっていうのを思ったりし
ます。

施設での日常生活
が退所後の生活に
繋がっていること
を子どもも職員も
意識できる

C-4

今（入所中），職員さんたちが朝起きろとか飯食えとかちゃんと寝ろとか言ってる
のって，それは全部仕事に行くための。要は健康状態を大事にして，ご飯を食べて
元気になってねっていうこと。それをインケアでやってくれてるんだよっていうこ
とを職員さんも子どもたちも意識してもらうことが大事だから。僕ら児童研修，子
ども向けに話す時には，今やってることをしっかりやることが将来につながるんだ
からって。

パートナー像や家
族像を築く機会が
ある

D-8

男性の見分け方とかもしくは結婚についてとか真剣に考える機会があってもいいん
じゃないかって思いますね…夏休みに一時的に里親に行ったりそういうこともあり
ますよね。そういうことを使って父親像を見せることが出来たら変わるのかなと
か。

多様な職種を知っ
た上で納得した職
業選択ができる

D-7 ちゃんと世の中の仕事を知って自分の適性を知って最初の就職を納得できるような
形ですることって，インケアでしか無理だと思うので。
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スマホやネットの
使い方を知れる D-8

ケータイを借りて自分の名義で借りて他人に貸すってこれって犯罪じゃないです
か。でも，その自覚がまるでない子がいたりとか。結局警察の厄介になったりと
か。そういうのを見てると，もうちょっと施設にいる間にこういう話とか。口だけ
じゃなくて，実際にモノを持っているとたぶんイメージが違うんだろうなとか。…
スマホがらみの経験は。施設にいる間こそやってほしい。

出身施設に帰って
きやすい環境があ
る

C-5

施設出た子たちがまた施設に帰ってきやすい環境を作っておいてほしいなっていう
のはあって。施設にいるうちに，あ，帰ってきていいんだって，先輩たち帰ってき
た，みたいなのが習慣的に見ることが出来たら，戻ってきていいんだなっていうの
を園にいる間に知ることができるのかなって思いますね。

保証人いついて施
設に相談できるこ
とを退所者が把握
している

E-9
初めから保証人の事は施設が相談乗ってくれるって分かってたら，いちいちそこで
悩まなくて済むって言うか。保証人の欄を書く人がいないから，せっかく決まった
就職先を諦めた子もいるし。諦めてから相談に来たっていう子もいるしね。

社会保障や社会資
源との繋がり方を
身につけられる

C-5

本当にちょっとした手続きの仕方，市役所に行ってやって来ようみたいなとか。病
院の受診券を持ってたので，行くっていうのが施設の子ども達なので，受診券がな
くてもお金を払って，保険証を持って行くんだよっていうのを一緒に職員さんたち
と園にいるうちにできればいいのかなとか。

A-1
保険に関することであったりとか，そういった社会的な公的機関との繋がり，保険
であったりとかそういった部分も。失業した際にはどうしたらいいのかとか，転職
した際にはどうしたらいいのかとかっていうこと。

D-8

最初の一回目くらいついて行ってあげればいいのにとか。そういうところをやって
あげられるような支援とかがあると，施設にいる間に一回，みんなでハローワーク
に見学に行くとかやってみたらいいかもしれないですね。市役所にいっぺん皆で行
ってみるとか。

職員が子どもに退
所後頼る場所の選
択肢を提示してい
る

C-4

選択肢があるかどうかだと思います。園を頼るか頼らないかじゃなくて，園じゃな
くてもここも頼るところあるよってなると，どっちか頼る気になるから，選択肢が
たくさんあるかないか。インケアの職員がその引き出しを在園中に出しているかど
うかで，頼りやすい頼りにくい。合うところはそれぞれ違うから，どこを頼るじゃ
なく誰を頼るじゃないですか。子どもって人で選ぶので。

6．結 論

本研究では，アフターケアを行う相談員へのインタビュー調査から子どもの自立を促
す児童養護施設のインケアについて以下のリサーチクエスチョンに基づき考察してき
た。（1）退所者はどのような困難に直面しているのか，（2）退所者の困難の背景にある
ものは何か，（3）退所者はどのような強みを活かして困難に対処しているか，（4）イン
ケアにおいて子どもの自立を促すために必要な支援とはどのようなものか。本章では，
ここまでの分析結果と考察から，自立を促す児童養護施設のインケアのあり方について
論じる。
まず，退所者の困難の背景にある要因と，問題解決に至る退所者の強みの分析結果
は，「退所者自身が有する要因」，「退所後の環境要因」，「自立のプロセスにおける要因」
に分類され，それぞれの要因は相互に影響を与えていると考えられる。このうち，児童
養護施設のインケアの目的は，「自立のプロセスにおける要因」に働きかけ，退所後，
問題解決に至る強みを強化し，退所後の困難の背景となる要因を緩和・解消することに
あると考えられる。インケアは，このように施設入所を経験する子どもの自立のプロセ
スに肯定的に働くことを通して，「退所者自身が有する要因」と「退所後の環境要因」
に作用し，結果的に退所後に子どもが困難に陥ることを断ち切ることを可能にすると考
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えられる。以上の子どもの自立を促す児童養護施設のインケアが退所後の困難を断ち切
るプロセスについて，図 1に示した。
では，子どもの自立のプロセスに肯定的に働くためにどのようなインケアが望まれる
かということについては，分析結果と考察から以下の 3点が示唆された。
第 1に，入所中の日常生活を通してしかできない支援が望まれるということである。

【日常生活の中で主体性が育まれる】，【職員との信頼関係を築ける】ことは，知識を身
につけるための講義や日常生活から離れた面接等によるだけでは不十分であると考えら
れる。入所中の日常生活における子どもの主体性と経験の蓄積を基盤とした，生活習慣
の習得，社会経験の蓄積，他者との信頼関係の構築等がどれほどなされるかが，退所後
の困難や強みにまで影響するといえよう。
第 2に，児童養護施設が子どもの生の意味付けができる場である必要があることが示
唆された。「なんで生まれて来たんやろうって思ってる子がたくさんいて（A-2）」と語
られるような，自らの生に対する不確かさのある子どもが，自らの生に意味を見出すこ
とができるようなインケアが望まれる。本研究の分析結果においても，先行研究におい
ても，生い立ちの整理の必要性が述べられている。しかし，さらにいえば，【日常生活
の中で主体性が育まれる】，【職員との信頼関係を築ける】もまた，子どもの生の意味付
けを促す支援であると考えられる。入所中に子どもが自らの課題を表出すること，意見
を主張すること，選択肢の中から選ぶこと等，子どもが自らを表現し，さらにそれに対
して周囲の反応があるということが，生の意味付けにつながると考えられる。
R. D. レイン（1961＝1975 : 167）は，「すべての人間存在は，子供であれ大人であれ，
意味，すなわち他人の世界のなかでの場所を必要としているように思われる。（中略）
少なくとも一人の他者の世界のなかで，場所を占めたいというのは，普遍的な人間的欲
求であるように思われる」と述べる。個人の生に意味を与えるのが「他者の世界のなか
に場所を占める」ことであるとすれば，入所中の職員との関係の中にそのような「場所

図 1 子どもの自立を促す児童養護施設のインケアが退所後の困難を断ち切るプロセス（筆者作成）
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を占める」感覚を子どもが持つことができることもまた，子どもの生の意味付けという
点では必要であろう。
第 3に，職員の子どもの自立に関する援助観の醸成と社会資源の活用の必要性が示唆
された。先述の 2点の支援は，施設の中の日常生活においてどのような支援を展開する
かという点に関する議論であった。しかし，児童養護施設の子どもの自立を促すにはそ
れだけでは十分ではなく，退所後の生活を見通して，他機関と連携やその他の社会資源
の活用，施設入所中の日常生活では身につけることに限界がある生活技術を身につける
機会を補う必要性もある。退所者の困難の背景の一つとして，【施設で適切な自立支援
がなされていない】というコードが生成された。この点に関して，職員の入所児童の進
学に対する価値観の偏りや，社会資源に関する知識やその活用に関する技術の不足が指
摘された。
日常生活支援や子どもと職員の関係性の構築の重要性については，児童養護施設の伝
統的な「保護」し「養育」する援助観に通じるものがあり，実際の業務内容としても日
常生活支援が大半を占める施設職員にとって，実践する上での困難は感じたとしても比
較的馴染みのある視点かもしれない。しかしながら，子どもを権利主体とみなし施設外
の社会資源を活用するという視点は，「保護」し「養育」するという援助観においては
醸成されにくいのではないかと考えられる。

「進路の部分で進学って言うものが選択肢の中に入ってない施設も結構ある。まあ，難し
いだろうとかね，そんなにお金かかるならやめとけとかね。実際に就職した子で当事者が言
うわけよ。うちに相談来るとね。「本当は行きたかった」と。…例えば，（奨学金の）要綱が
来てても施設長で止まってるとかね。施設の主任で止まってるとかね。だから，職員末端ま
で下りていない（B-3）」

以上の語りからは，子どもの教育を受ける権利に対して，職員が奨学金を探し提示す
るという環境に対する働きかけの不十分さが伺える。奨学金を知らないこと，保証人が
いないことなどで，進学や内定していた就職を諦めた退所者の事例も語られた。入所中
の養育により子ども自身に自立するための力をつけさせることに止まらない，子どもが
自立することを促す施設外の環境への働きかけがインケアにおいても必要であろう。子
どもが【退所後の生活や進路に役立つ知識，経験，つながりを得ることができる】イン
ケアが望まれる。
本研究では，アフターケアの相談員へのインタビュー調査により，子どもの自立を促
すインケアについて論じてきた。アフターケアの視点から見れば，退所後の困難は，イ
ンケアのあり方によって未然に防ぐことができる可能性がある。退所者の実態把握が未
だ不十分な現状において，児童養護施設退所者と日々関わる相談員の語りから得られた
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示唆は貴重であると考えられる。また，出身施設に頼れない退所者に関するアフターケ
ア相談員の語りも含め，インケアのあり方を考察できたことに意義があると考える。し
かしながら，限られた人数の語りに基づいているため，一般化するには課題がある。ま
た，あくまで，アフターケア相談員の視点からの分析であるため，インケアの施設職員
の語りと合わせて自立を促すインケアのあり方について考察する必要があると考えられ
る。以上の点について，今後の課題としたい。
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注
⑴ 現行の児童福祉法 41条においては，児童養護施設は「保護者のない児童，虐待されている児童など，
環境上養護を要する児童を入所させて，これを養護し，あわせて退所した者に対する相談その他の自
立のための援助を行うことを目的とする」と定められている。

⑵ 『児童自立支援ハンドブック』（厚生労働省 2008）には，「自立とは孤立ではなく，必要な場合に他者
や社会に援助を求めることは自立の不可欠の要素であるから，依存を排除しているものでもない。む
しろ発達期における十分な依存体験によって育まれた他者と自己への基本的信頼感は，社会に向かっ
て巣立っていくための基盤となるものである（p 30）」と述べられている。

⑶ 退所者のアフターケアは，児童相談所ではなく退所施設の管轄とされてきたが，「退所者が引っ越し
て，出身施設から物理的に離れてしまうと，直接的なアフターケアが難しくなることも考えられるた
め（大村海太 2017 : 48）」，政府は，2009年に退所者支援のモデル事業として地域生活支援事業を全国
5カ所の自治体で開始した。2010年には「施設退所児童等アフターケア事業」と改称され，都道府県
や指定都市が主体でありながらも，NPO 法人や社会福祉法人，職業紹介を行っている企業にも事業を
委託することができるようになり，事業は徐々に広がっていった。本事業は，厚生労働省の「児童虐
待・DV 対策等総合支援事業」の一つに位置付けられる。また事業内容は，「退所に向けた支援」「居
場所支援」「生活支援」「住居支援」「就業支援」「施設職員への研修」「広報啓発活動」が行われている
（社会福祉法人子供の家 2016 : 5）。2017年からは「社会的養護自立支援事業」の一部となっている。
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The purpose of this study is to clarify the in-care method in children’s homes to encourage
children’s self-reliance, based on interview surveys with aftercare social workers. I analyzed af-
tercare social workers’ narratives, focusing on the difficulties experienced by the care leavers ;
the factors causing difficulties for care leavers ; care leavers’ strengths in problem-solving ; and
the support necessary to encourage children’s self-reliance during in-care. The results suggest the
importance of in-care daily life, the need for children to find meaning in their lives, and the need
for in-care workers to develop a supportive approach to children’s self-reliance and to utilize all
available social resources.
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